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地下鉄８号線(有楽町線)沿線まちづくりに関する 

区⺠アンケート 調査票 
 
 
 
問１ あなたの年齢は                          （○は１つ） 

１．18〜24 歳  ２．25〜29 歳   ３．30〜34 歳   ４．35〜39 歳 
５．40〜44 歳  ６．45〜49 歳   ７．50〜54 歳   ８．55〜59 歳 
９．60〜64 歳  １０．65〜69 歳  １１．70〜74 歳  １２．75 歳以上 

 
問２ あなたのお住まいの地域の地名は 

地名       （記⼊例︓東陽⼀丁⽬にお住いの⽅は「東陽」と記載ください） 

 
問３ あなたを含めた同居人数は                              （○は１つ） 

１．1 名     ２．2 名     ３．3 名     ４．4 名 
５．5 名     ６．6 名     ７．7 名     ８．8 名 

 
問４ 世帯構成は                                                    （○は１つ） 

１．単身     ２．夫婦だけ    ３．親と子（２世代） 
４．祖⽗⺟と親と子（３世代以上）    ５．その他（       ） 

 
問５ 江東区にどれくらいお住まいですか                           （○は１つ） 

１．5 年未満      ２．〜10 年未満   ３．〜20 年未満 
４．〜30 年未満    ５．〜40 年未満   ６．40 年以上 

 
 
 
問６ 現在、最も利用している鉄道駅は 

           線          駅 

   

Ⅱ．あなたの日常の行動範囲についてお聞かせください。 

Ⅰ．あなたご自身のことについてお聞かせください。 

参考 2-5
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問７ 通勤・通学の有無について教えてください 

また、通勤・通学をされている方は通勤・通学先の立地場所等を教えてください（該当する項目に○を

つけてください） 

 

通勤・通学
の有無 

１．通勤   ２．通学   ３．通勤・通学していない 
 

※「１」または「２」を回答した方は「通勤・通学先の立地」を以下から選択してください 

通勤・通学
先の⽴地場
所 

１．区内（深川地域） 
２．区内（城東地域） 
３．区内（南部地域） 
４．隣接区内（江⼾川区、墨⽥区、中央区、港区、品川区、⼤⽥区） 
５．その他都内   
６．都外   

通勤・通学
先 へ の 主
な 移 動 手
段 

１．徒歩    ２．⾃転⾞     ３．⾃家⽤⾞   ４．バス 
５．鉄道    ６．その他交通手段  

 

  昨年度策定したまちづくりの
指針となる「江東区都市計画マ
スタープラン 2022」において
示された区内のゾーン分け 

【参考】 

区内の地域区分については、以下【参考】を参照してください 
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問８ よく利用する買い物先や外食先、図書館、医療福祉施設、公園、娯楽施設の立地場所について教え

てください                        （項目ごとに１つの番号を選び○をつけてください） 

 
         
            ⽴地場所 
 
項⽬ 
 

区
内
（
深
川
地
域
） 

区
内
（
城
東
地
域
） 

区
内
（
南
部
地
域
） 

隣
接
区
内 

そ
の
他
都
内 

都
外 

 

例︓⾷料品など⽇⽤品の主な買い物先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⾷料品など⽇⽤品の主な買い物先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

家具や電化製品など⽇⽤品以外の主な買い物先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

外⾷する際の主な⾏き先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

図書館や区⺠館などの主な利⽤先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

病院など医療・福祉施設の主な利⽤先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

公園など憩いの場の主な利⽤先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

映画やスポーツなどの鑑賞・娯楽施設の主な利⽤先 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 
問９ 区内・区外を移動する際の主な交通手段は                  （○は１つ） 

区内への 
主な 
移動手段 

１．徒歩    ２．⾃転⾞     ３．⾃家⽤⾞   ４．バス 
５．鉄道    ６．その他交通手段  

区外への 
主な 
移動手段 

１．徒歩    ２．⾃転⾞     ３．⾃家⽤⾞   ４．バス 
５．鉄道    ６．その他交通手段  
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別紙、「地下鉄８号線（有楽町線）の沿線まちづくりに向けてあなたの声をお聞かせください。」を
参考に、地下鉄８号線（有楽町線）延伸後の生活を想定して、下記の設問にお答えください。 

問１０ 地下鉄８号線（有楽町線）延伸後に最も利用すると思われる駅は          （○は１つ） 

１．延伸前と変わらない   
２．豊洲駅   ３．新駅①   ４．東陽町駅   ５．新駅②   ６．住吉駅 
          (豊洲〜東陽町間)                          (東陽町〜住吉間) 

 

問１１ 延伸した地下鉄８号線（有楽町線）を利用する場合、主にどのような目的で利用されますか 

（複数回答可） 

１．通勤  ２．通学  ３．買い物  4．レジャー  ５．その他 
６．利⽤しない 

 
 
 
 
 
問１２．あなたは、ご自身がお住まいの地域にどのくらい満足していますか 

あなたがお住まいの地域の満足度について、該当する番号に○をつけてください 

設問項目 

現在の 
満⾜度 

満
足 

ほ
ぼ
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

記⼊例 ○○○○○について １ ２ ３ ４ 

分野       

①
生
活
環
境 

１ 子育て・通学のしやすさなどの子育て支援・教育環境 １ ２ ３ ４ 

２ 道路や歩道の段差解消など、バリアフリー環境の整備状況 １ ２ ３ ４ 

３ 身近な商店の充実など、⽇常の買い物の便利さ １ ２ ３ ４ 

４ 歩いていける診療所・病院・福祉施設などの⽴地状況 １ ２ ３ ４ 

５ ⼀体的で計画的な⼤規模開発 １ ２ ３ ４ 

６ 快適な住環境 １ ２ ３ ４ 

②
ま
ち
の
中
心
・
拠
点 

７ 身近な商店街のにぎわい １ ２ ３ ４ 

８ 文化センターなど文化・集会施設の整備状況 １ ２ ３ ４ 

９ 身近なスポーツ･レクリエーション施設などの整備状況 １ ２ ３ ４ 

10   開発などに伴う地域の整備状況 １ ２ ３ ４ 

Ⅳ．あなたがお住まいの地域のまちづくりについてお聞かせください。 

Ⅲ．あなたの行動範囲(想定)についてお聞かせください。（地下鉄８号線（有楽町線）延伸後） 
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設問項目 

現在の 
満⾜度 

満
足 

ほ
ぼ
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

記⼊例 ○○○○○について １ ２ ３ ４ 

分野       

③
交
通 

11   南北⽅向へのバスや鉄道等の利便性 １ ２ ３ ４ 

12 東⻄⽅向へのバスや鉄道等の利便性 １ ２ ３ ４ 

13 地域内の身近な生活道路の整備状況 １ ２ ３ ４ 

14 歩道の整備状況 １ ２ ３ ４ 

15 ⾃転⾞の通⾏環境 １ ２ ３ ４ 

16 ⾃転⾞駐⾞場の整備状況 １ ２ ３ ４ 

④
ま
ち
の
水
辺
と
緑 

17 河川、運河沿いで⽔辺に親しめる環境整備と管理状況 １ ２ ３ ４ 

18 身近な緑地・公園の整備と管理状況 １ ２ ３ ４ 

19 身近に⾃然とふれあえる場所の整備と管理状況 １ ２ ３ ４ 

20 街路樹や建物の緑化などの整備と管理状況 １ ２ ３ ４ 

⑤
風
景
や
景
観 

21 特徴的で個性のある景観 １ ２ ３ ４ 

22 歴史的・文化的な要素が感じられる景観 １ ２ ３ ４ 

23 道路と建物の関係などが調和した都市的な景観 １ ２ ３ ４ 

24 海・川などの⽔辺を活かした潤いのある景観 １ ２ ３ ４ 

25 近未来的な都市景観 １ ２ ３ ４ 

⑥
安
全
・
防
災 

26 震災・火災に対する安全性 １ ２ ３ ４ 

27 ⽔害に対する安全性 １ ２ ３ ４ 

28 歩道のガードレールや信号などによる交通安全対策 １ ２ ３ ４ 

29 街路灯やカメラ設置等、公共施設整備による防犯対策 １ ２ ３ ４ 

30 災害時の救助・救援・支援体制の状況 １ ２ ３ ４ 

⑦
地
域
社
会 

31 まちづくり活動や地域のお祭り・⾏事 １ ２ ３ ４ 

32 子供を育てやすい環境 １ ２ ３ ４ 

33 高齢者が生活しやすい環境 １ ２ ３ ４ 

34 働きやすい環境 １ ２ ３ ４ 

35 総合的にみた地域の暮らしやすさ １ ２ ３ ４ 
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問１３ 地下鉄８号線（有楽町線）沿線地域のまちづくりにおいて活かすべき魅力等がありましたらご自由に

お書きください 

 
問１４ 地下鉄８号線（有楽町線）沿線地域のまちづくりにおいて解決すべき課題等がありましたらご自由に

お書きください 

 
問１５ 地域の拠点としてあるとよいと思う新たな機能を教えてください（地域毎に 3 つまで選択し、該当す

る番号を記入してください） 

 
地域名 

下記、機能一覧より特に必要と考える新たな機能の番号を下枠に
３つまで記入してください。 
↓選択肢番号を記入 「14．その他」を選択された方は下記

に具体的な内容を記入してください。 

豊 洲     

新駅①（豊洲〜東陽町間）     

東陽町     

新駅②（東陽町〜住吉間）     

住 吉     
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
 
 

下記、選択肢より特に必要と考える機能の番号を上枠に３つまで記入してください。 

地域の拠点としてあるとよいと思う新たな機能 

１．病院・診療所などの医療・福祉機能 
２．映画・美術などの鑑賞・娯楽機能 
３．スポーツなどを楽しめる多⽬的広場・屋内施設機能 
４．⾃然や緑とふれあうことができる地域交流機能 
５．公園などのこどもや高齢者が集う憩いの場機能 
６．保育所などの子育て支援機能 
７．地域活動ができる会議スペースなどの支援機能 
８．飲⾷店・カフェなどの休息・休憩施設等の機能 
９．高齢者向けの福祉サービス付き共同住宅等の機能 
１０．小規模事務所などの職住近接となるオフィス機能 
１１．⽇常の買い物ができる商業機能 
１２．区内外から集客を⾒込む⼤規模商業機能 
１３．⽔上バスや⾃動運転バス、次世代モビリティ※１などの新たな交通機能 
１４．その他  

※1 次世代モビリティ 
「パーソナルモビリティ（超

小型モビリティ）」や「自動走
行」などの、より効率的で快
適な移動手段のこと 
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問１６ 地下鉄８号線（有楽町線）延伸に伴う豊洲、東陽、住吉及び新駅①②周辺のまちづくりにおいて、

特に重要と考える取組みを教えてください（地域毎に 3 つまで選択し、該当する番号を記入してくだ

さい） 

地域名 

下記、取組み一覧より特に重要と
考える取組みの番号を下枠に３つ
まで記入してください。 

【参考】昨年度策定したまち
づくりの指針となる「江東区
都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン
2022」において示された各地
区のまちづくりの⽅向性 

↓選択肢番号を記入 

豊 洲    持続的に発展する⽔辺環境を
活かした先進都市 

新駅①（豊洲〜東陽町間）    ⽔辺に囲まれた回遊の拠点 
 

東陽町    
伝統と未来をつなぐ核となる
都市 

新駅②（東陽町〜住吉間）    
緑連なるゆとり拠点 
 

住 吉    地下鉄 8 号線（有楽町線）延
伸による利便性の高い都市 

  

下記、選択肢より特に重要と考える取組みの番号を上枠に３つまで記入してください。 

地下鉄８号線（有楽町線）沿線まちづくりの取組み 

１．脱炭素社会に向けた 環境負荷を低減するまちづくり 
２．資源循環など環境保全を進める循環型社会づくり 
３．震災・⽔害に強い強靭な都市空間づくり 
４．激甚化する気象災害に対応した減災まちづくり 
５．⾃然と調和した快適な生活環境づくり 
６．⽔辺と緑を身近に感じる、快適で活⼒を生み出す環境づくり 
７．高い生活利便性を享受でき、多様なライフスタイルが実現可能なまちづくり 
８．人々が⼀体となり⾃分らしく輝くことのできる豊かな地域社会づくり 
９．スポーツ・文化芸術に親しみ、心身ともに健康に暮らせるまちづくり 
１０．区内外から人々が集まり、新たなにぎわいが生まれるまちづくり 
１１．国際化等の社会変化に応じて豊かな交流・活動を支えるまちづくり 
１２．憩う人や訪れる人が快適に過ごせる歩きたくなるまちづくり 
１３．都市機能が充実し、誰もが都市ｻｰﾋﾞｽにｱｸｾｽしやすいｺﾝﾊﾟｸﾄなまちづくり 
１４．歴史・伝統と新たな都市の魅⼒が共存する美しいまち並みづくり 
１５．都市の先端技術を活⽤したｽﾏｰﾄｼﾃｨ※2 の考え⽅に基づくまちづくり 
１６．多様な協働とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ※3 の創出による新たな価値が創造されるまちづくり 
１７．地域にかかわる人々が率先してｺﾐｭﾆﾃｨ活動に取り組む、共助のまちづくり 

 

※3 イノベーション 
これまでとは全く違った新たな考え方、仕組

みを取り入れて、新たな価値を生み出し、社会
的に大きな変化を起こすこと 

※2 スマートシティ 
情報通信技術等の新技術を活用しつつ、マネジメ

ント（計画、整備、管理・運営等）が行われ、全体最適
化が図られる持続可能な都市または地区のこと 
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問１７ 地下鉄８号線（有楽町線）延伸に伴う効果・影響を最大限活かすため、まちづくりにおいて検討すべ

き事項、取り組むべき事項等がありましたらご自由にお書きください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ．その他、地下鉄８号線（有楽町線）沿線まちづくりに関するご意見､ご要望（期待するこ
と、不安に感じることなど）、ご提案等がございましたら、ご自由にお書きください。 

設問は以上です。ご協⼒いただきまして誠にありがとうございました。 

ご記⼊いただいた調査票は、令和 4 年６月３０日（木）までにご投函または FAX ください。
（郵送の場合は、同封いたします返信⽤封筒をご活⽤ください。切手を貼る必要はありません。） 
 


